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女比は 1900 年に 77:23、1910 年は 69:21 となっており、不均衡は解消されていない 2。 
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〔典拠〕Department of Commerce and, Bureau of Census, Statistics for Hawaii, 
Containing Statistics of Population, Agriculture and Manufactures for the Territory, 






































ハワイ日系人の耕地労働者の割合  1910 年ごろのホノルル在住日系人職業別統計 
年代 人口 耕地労働者 比率(%)  職業 人数 職業 人数 
1908 64,444 30,110 50.9  理髪店 105 鍛冶屋 19 
1909 65,760 26,875 40.9  商店  84 薬店 18 
1910 79,351 28,106 35.4  水店  65 菓子製造 17 
1916 96,749 23,870 24.7  玉突場  51 湯屋 17 
1917 101,512 24,696 24.3  請負師並大工職場  43 自転車店 15 
1918 117,602 24,611 20.9  洗濯及染物所  41 時計店 13 
1919 114,283 24,791 21.7  料理屋及び飯屋  35 道具店 12 
1921 113,999 17,207 15.2  洋服店  34 旅館 12 
1922 116,169 16,992 14.6  芸妓  23 通弁人 12 
1923 118,832 16,367 13.8  裁縫店  19 ステブル 12 
〔典拠〕『海外各地在留本邦人職業別人口表』、『日布時事布哇年鑑』（1941 年）、武居熱血『ホノルヽ
繁盛記』（1911 年）より飯田氏が作成。飯田耕ニ郎、『ハワイ日系人の歴史地理』（ナカニシヤ出版、












2 時間の花代（料金）が 3 ドルという決まりができ、ホノルル・チャイナタウンの大火が起
きた 1900 年までには、20 名ほどの芸妓がホノルルに存在した。1904 年 8 月には、料理屋
と芸妓を取り次ぐ「ホノルル芸妓共和会事務所」が設立された 6。 
 芸妓の組合化は、地元紙 Pacific Commercial Advertiser によると、1907 年 12 月のこと
で、「Ippachi」という引退した芸妓がホノルルの 2 つの芸妓グループ間での争いを調停し、
自ら会長となり芸妓組合を発足させた、と伝えている 7。翌 1908 年 7 月には、芸妓組合が
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 一、料理屋のコミツシオンは一回五十仙（セント）に増加すること 9 
 
この時期、芸妓が客から受け取る花代は 1 座敷（2 時間）3 ドルと決まっており、料理屋へ






















 「ホノルル芸妓組合」と言う名で正式に発足したのは 1910 年ごろだったようだ。その設
立規約書が、『日布時事』に原文で掲載されている： 
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翌 13 年 8 月、組合は再度「御客様方へ」と題する広告を出し、「今日以後は断然（二時終業
の）規則を励行致候へば左様御含み置被下度此段広告致候」と宣言した 16。 
 芸妓が長時間働きたいと望んだ理由には、一座敷（2 時間）3 ドルという花代が 10 年ほ
ど上がっていなかった、という事情があるだろう。例えば 1912 年 8 月、芸妓組合は弁護士
を通じ、ホノルルの料理屋「望月倶楽部」に対し、花代のアップ（通常の客は 3 ドルから 4














 1902 年 1905 年 1910 年 1915 年 
Caucasian 4.22 4.38 3.85 3.98 
Hawaiian 1.80 1.68 1.56 1.85 
Portuguese 1.69 1.61 1.49 1.67 
Chinese 1.22 1.06 1.27 1.11 
Japanese 1.06  .97 1.05 1.21 
Total 1.78 1.61 1.53 1.67 
〔典拠〕Department of Labor, Bureau of Labor Statistics, Labor Conditions in Hawaii 
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会経済を影で支える必要悪として黙認されていた 20。 
 売買春女性と比べると、芸妓はハワイ社会で好意的なイメージを持たれていたようだ。
































 「半玉」制度が悪用される場合は、現地司法の介入を招くこともあった。1915 年 2 月、
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に加盟していない料理屋（「素人屋」）での花代を 5 ドルから 7 ドルに引き上げ、組合料理
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1908～20 年の時期、ホノルルに到着した「写真花嫁」の数は 12,463 人、特に 1912～18 年
は、年 1,000 人前後の女性が到着している（図 4）。花嫁の到着により、1920 年には、20 代
の人口では女性の割合が大きく、30 代では男性の割合が多くなっている。これは、20 代～






年 1901 1908 1901 1910 1911 1919 1913 1914 1915 1916 1911 1918 1919 1990 
数 466 155 436 658 865 1985 1,519 1,401 1,050 909 985 1,011 848 616 
〔典拠〕Romano Adams, “Some Statistics on the Japanese in Hawaii,” Foreign Affairs 2 (1923), 315. 
 
 
〔典拠〕Department of Commerce, Bureau of Census, Fourteenth Census of the United 
States Taken in the Year 1920, Vol. III, Population (Washington, D.C.: Government 
Printing Office, 1922), 1179. 
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地元メディアの注意を引いている。1916 年 5 月には、「半玉」となった娘の解放を求め、実
父が世話人に対して訴訟を起した、という記事が Honolulu Star-Bulletin に掲載された。
裁判の結果は不明だが、世話人は、少女と自分はすでに養子縁組をしたので引き渡さない、




た、と Honolulu Star-bulletin は伝えている 46。合衆国では自発的でない隷属は禁じられて
おり、芸妓の「半玉」制度は、ハワイでは法的な効力をもたなかった。 























妓組合は 15 ドルの献金をしている。翌 17 年には、日本人病院建設の際、組合から 20 ドル















影響を受けた。1917 年 4 月、アメリカがドイツに対して宣戦布告すると、連合国出身の移
民の徴兵が始まった。さらに、前線の兵士へ食料物資を供給するため、政府が市民に節約を
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 一方で、戦争が進むにつれ、課税による芸妓や料理屋の負担も増えた。1916 年 9 月に新
税法が制定され、年収 1000 ドルを越える高所得者は、2 %の戦時所得税を納めることにな
った 54。月に 100 ドル以上稼ぐ芸妓たちは、課税の対象となったが、芸妓たちは届出をして





一であると大蔵省から回答があり、4 月 1 日以降は、芸妓に対し、チップ・花代全ての申告、
1000 ドルの収入につき 2 %の税金納付を義務付けた 56。 
 収入に対する課税のほかにも、演芸に対する戦時の特別税が課されることになった。1917
年 11 月、劇場や映画館の入場客に対して戦時税が課されて以来、料理屋や芸妓は特に申告
していなかったが、翌 18 年の 2 月、収税局員が日本料理屋を訪れて芸妓を呼んだ際、芸妓
のサービスが演芸税に相当するものと認め、連邦政府と協議して課税することを決定した57。
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5.2. 芸妓稼業の衰退と芸妓たちのその後 
 1919 年にアルコールの製造販売を禁じる憲法修正第 19 条が過半数の州で可決され、翌






















報告された 44 名中、現役の芸妓が 6 名、死去した人が 6 名。引退した芸妓の大半は結婚し、
ハワイや日本で生活している。他のサービス業（湯屋業、ウェイトレス、料亭の女将）に転
業した人もいる。1934 年には、酒類の販売が許可され、「再びお酒のハワイとなり景気もど
うやら直つて来」て、芸妓は 15 名に増加したが、30 名を越えた大正前期に比べると活気は
感じられない。36 年、日本の練習艦隊歓迎会の余興に参加したホノルル芸妓の写真には 10
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Summary 
Notes on Activities of the Honolulu Geisha Union, 1900-1920 
In the early twentieth century, a fair number of Japanese women were working as 
the Geisha in Honolulu’s Japanese community, servicing male customers at dinner 
tables. This article examines the activities of the Honolulu Geisha Union and the 
discourse on the Geisha by drawing upon articles published in two 
Japanese-language newspapers, Hawai Hochi and Nippu Jiji. It argues that the 
Honolulu Gisha Union was a key institution in advancing the welfare of its 
members by serving as the mediator between the Geisha and restaurants and 
disciplining the behavior of its members. The Geisha work provided the women a 
rare opportunity to earn high wages, but their presence came to be considered a 
threat to immigrant families as increasing numbers of Japanese immigrants had 
families and began to settle in Hawaii. The constitutional ban on the sale of 
alcohol in 1920 gave a devastating blow to Japanese restaurants, resulting in 
decline in activities of the Geisha and their union in Honolulu. 
 
 
